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巻 頭 言

那須烏山市長

川俣　純子

那
須
烏
山
市
は
、
郷
土
を
愛
す
る
先

人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
英
知
の
結

集
に
よ
り
、
時
代
の
波
を
巧
み
に
乗
り

越
え
な
が
ら
、
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き

た
「
自
然
・
歴
史
・
伝
統
文
化
」
を
活

か
し
た
魅
力
あ
る
“
ま
ち
”
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
社
会
・
経
済
情
勢
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
自
然
災
害
の
頻
発
化
・

激
甚
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
新
し
い
生
活
様

式
へ
の
対
応
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
課
題
を
と
も
に
乗

り
越
え
、
大
切
な
市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
り
抜
き
、
10
年
後
・
20

年
後
の
未
来
へ
と
着
実
に
繋
い
で
行
く

た
め
、
新
た
な
市
政
運
営
の
指
針
と
な

る
「
那
須
烏
山
市
第
３
次
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将
来

像
を
「
新
た
な
未
来
へ
の
第
一
歩　

市

民
が
主
役
の
ま
ち　

那
須
烏
山
市
」
と

掲
げ
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
市
民
自

ら
が
、
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
平
成

29
年
度
に
策
定
し
た
「
な
す
か
ら
す

や
ま
健
康
プ
ラ
ン　

第
２
期
計
画
」
に

基
づ
き
、
健
康
診
査
受
診
率
の
向
上
に

向
け
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ

ム
の
使
用
、
女
性
限
定
、
夜
間
、
休
日

の
健
診
日
の
設
定
な
ど
の
環
境
整
備
や
、

健
診
受
診
者
が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
が
行
え
る
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
」
を
展
開
し
、
特
定
保
健
指
導
、
糖

尿
病
重
症
化
予
防
、
運
動
習
慣
化
教
室

等
を
推
進
す
る
な
ど
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
平
成

30
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
那
須
烏
山

市
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
第
２
期
）」
に

基
づ
き
、
①
１
人
当
た
り
の
診
療
費
の

適
正
化
、
②
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向

上
、
③
生
活
習
慣
の
改
善
の
３
項
目
を

取
り
組
む
べ
き
優
先
課
題
と
し
て
掲
げ
、

目
標
値
を
定
め
、
関
係
課
と
協
力
し
て

実
効
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
事
業
の
取
り

組
み
と
し
て
検
査
項
目
に
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

を
追
加
し
、
糖
尿
病
の
早
期
発
見
・
早

期
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
本

計
画
に
つ
い
て
は
本
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
、
次
期
計
画
を
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
総
合
計
画
の
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、
一
人
ひ
と
り
の
力
と
、
貴
重

な
地
域
資
源
を
活
か
し
切
る
市
政
運
営

を
念
頭
に
、
市
民
と
行
政
が
共
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
全
て
の
市
民
が
将
来
に

わ
た
り
住
み
続
け
た
い
と
思
う
「
持
続

可
能
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

「
新
た
な
未
来
へ
の
第
一
歩
　
市
民
が
主
役
の
ま
ち
　

那
須
烏
山
市
」
の
実
現
に
向
け
て
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令
和
５
年
７
月
27
日
（
木
）

本
会
９
階
大
会
議
室
に
お
い
て

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

４
年
度
事
業
報
告
及
び
一
般
・

特
別
両
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等

15
議
案
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
て

開
会
に
あ
た
り
、　

塚
理
事
長

（
さ
く
ら
市
長
）
は
、
去
る
６
月

16
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
骨

太
の
方
針
２
０
２
３
」
に
つ
い

て
、
同
方
針
に
は
医
療
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
向
け
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
用
途
拡
大
や
正
確
な

デ
ー
タ
登
録
へ
の
取
組
、
２
０

２
４
年
秋
の
健
康
保
険
証
廃
止
、

さ
ら
に
、
医
療
介
護
全
般
に
わ

た
る
情
報
を
共
有
・
交
換
で
き

る
「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
創
設
等
を
進
め

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に

言
及
し
ま
し
た
。
続
け
て　

塚

理
事
長
は
、「
こ
れ
ら
は
本
会

に
も
密
接
に
関
連
す
る
事
項
の

た
め
、
引
き
続
き
状
況
を
注
視

し
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

本
会
を
取
り
巻
く
状
況　

―
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更

改
・
地
域
生
活
支
援
事
業
に
係
る

審
査
支
払
業
務
の
本
事
業
化
―

　

塚
理
事
長
よ
り
本
会
を
取

り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
２
点
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
点
目
が
、
国
保
総
合
シ
ス

テ
ム
の
次
期
更
改
に
つ
い
て
で

す
。
同
シ
ス
テ
ム
に
係
る
開
発

や
保
守
運
用
費
を
賄
う
財
源
不

足
へ
の
対
応
と
し
て
「
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
本
日
の
総
会
に

お
い
て
決
議
を
行
っ
た
う
え
で
、

国
庫
補
助
の
要
請
活
動
を
行
っ

て
参
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会

負
担
金
の
引
上
げ
に
つ
い
て
も

触
れ
、「
既
存
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
積
立

資
産
や
減
価
償
却
引
当
資
産
等

を
充
当
す
る
方
針
だ
が
、
な
お

事業報告・歳入歳出決算など全議案を可決承認

令和 5 年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

不
足
す
る
際
は
、
別
途
、
会
員

の
皆
様
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
続
け
ま
し
た
。

２
点
目
が
、
障
害
者
総
合
支

援
法
に
基
づ
く
地
域
生
活
支
援

事
業
に
係
る
審
査
支
払
業
務
の

本
事
業
化
に
つ
い
て
で
す
。
本

件
は
、
本
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
を

し
て
い
ま
す
が
、「
実
施
状
況
等

を
踏
ま
え
、
10
月
か
ら
は
県
内

全
市
町
を
対
象
に
本
事
業
化
し

た
い
」
と
述
べ
、
本
総
会
の
議

案
に
補
正
予
算
案
を
上
程
し
た

旨
を
示
し
、議
決
を
求
め
ま
し
た
。

本
総
会
で
は
、
議
長
に
坂
村

市
長
（
下
野
市
）
が
選
出
さ
れ
、

報
告
事
項
１
件
、
議
決
事
項
15

議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
議

決
事
項
が
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

 議長に選出された坂村市長（下野市）

開会挨拶をする花塚理事長
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（令和 5 年 8 月 7 日現在）

	
令和 5 年度栃木県国民健康保険団体

連合会通常総会　附議事項
Ⅰ　報告事項

報告第１号　理事長専決事項報告について
 １． 規則の一部改正について

Ⅱ　議決事項
議案第 1号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会

事業報告の認定について
議案第 2号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会

一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第 3号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会

診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算
の認定について

議案第 4号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会
後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳
入歳出決算の認定について

議案第 5号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会
第三者行為損害賠償求償事務共同処理事
業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 6号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会
介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出
決算の認定について

議案第 7号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会
障害者総合支援法関係業務等特別会計歳
入歳出決算の認定について

議案第 8号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会
特定健診保健指導費用決済業務特別会計
歳入歳出決算の認定について

議案第 9号 　令和4年度栃木県国民健康保険団体連合会
職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出決
算の認定について

議案第 10号 令和5年度栃木県国民健康保険団体連合会
診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）
歳入歳出予算補正について

議案第 11号 令和5年度栃木県国民健康保険団体連合会
診療報酬審査支払特別会計（抗体検査等
費用に関する支払勘定）歳入歳出予算補
正について

議案第 12号 令和5年度栃木県国民健康保険団体連合会
障害者総合支援法関係業務等特別会計（業
務勘定）歳入歳出予算補正について

議案第 13号 令和5年度栃木県国民健康保険団体連合会
障害者総合支援法関係業務等特別会計（障
害介護給付費支払勘定）歳入歳出予算補
正について

議案第 14号 栃木県国民健康保険団体連合会役員の改
選について

議案第 15号 国保総合システムの更改に伴う費用に係
る令和6年度国庫補助要求の決議について

Ⅲ　そ　の　他

役 職 名 氏　　名 現 職 名 推 薦 支
部 名 等

理 事 長 　 塚  隆 志 さ く ら 市 長 塩 谷 支 部

副理事長
星　野　　光　利 上 三 川 町 長 宇 都 宮 支 部

佐 藤     信 鹿 沼 市 長 上 都 賀 支 部

常務理事
大 川  秀 子 栃 木 市 長 下 都 賀 支 部

大 橋  哲 也 学 識 経 験 者 理 事 会

理 事

岩 佐 景 一 郎 栃 木 県 保 健
福 祉 部 長 栃 木 県

佐 藤  栄 一 宇 都 宮 市 長 宇 都 宮 支 部

大 野  克 夫
全国歯科医師
国 保 組 合 栃
木 県 支 部 長

宇 都 宮 支 部

稲 野  秀 孝 栃木県医師国
保組合理事長 宇 都 宮 支 部

入 野  正 明 市 貝 町 長 芳賀郡市支部

浅 野  正 富 小 山 市 長 下 都 賀 支 部

相 馬  憲 一 大 田 原 市 長 那 須 支 部

川 俣  純 子 那須烏山市長 南 那 須 支 部

早 川  尚 秀 足 利 市 長 足利・佐野支部

金 子     裕 佐 野 市 長 足利・佐野支部

監 事

粉 川　 昭 一 日 光 市 長 上 都 賀 支 部

大 関　 一 雄 芳 賀 町 長 芳賀郡市支部

真 瀬　 宏 子 野 木 町 長 下 都 賀 支 部

渡辺美知太郎 那須塩原市長 那 須 支 部

栃木県国民健康保険団体連合会役員名簿
任期　令和５年８月７日
　　　令和７年８月６日

　　　　　    

理
事
会
に
て　

塚
理
事
長
を
再
任

通
常
総
会
に
て
役
員
の
改
選

を
行
い
、
通
常
総
会
終
了
後
に

開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
て
、
理

事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理

事
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
に
は
引
き
続
き　

塚 

隆
志
氏
（
さ
く
ら
市
長
）、
副

理
事
長
に
は
星
野 

光
利
氏
（
上

三
川
町
長
）、
佐
藤 

信
氏
（
鹿

沼
市
長
）、
常
務
理
事
に
は
大

川 

秀
子
氏
（
栃
木
市
長
）、
大

橋 

哲
也
氏
（
学
識
経
験
者
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
役
員
に
つ
い
て
は
、

「
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
役
員
名
簿
」
の
と
お
り

で
す
。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」3



令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書
令和４年度の事業については、令和４年２月 22 日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及び関係機関と連携を図り、
保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いましたので、その概況を報告します。

第１　国民健康保険事業の安定的運営
国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と連携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある情報の提供に努めた。
また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一丸となり、国民健康保

険事業の安定運営に向けた運動を展開した。

第２　成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報の提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図りつつ、国保総合シ

ステムを活用した審査の更なる精度向上に努めた。　
また、「審査支払機能に関する改革工程表」に基づく審査基準の原則全国統一や整合的なコンピュータチェックの実現に向

けた対応を踏まえ、職員の理解力の向上に努めるとともに、それらの影響を踏まえた業務プロセスの効率化を進めた。　
併せて、普通交付金収納事務、出産育児一時金等支払業務、風しん対策抗体検査等費用の支払業務及び新型コロナウイルス

ワクチン接種に係る費用の支払業務のほか、後期高齢者医療事務代行業務についても適正な事務処理に努めた。

第３　共同事業の効率的推進    
保険者事務共同電算処理事業等の更なる事業の拡充を図るため、国保総合システムの機能改善による保険者事務の効率化と

国保情報集約システム及び国保データベース（KDB）システムの適正な運用を図るとともに、保険者ニーズの把握に努め、価
値あるデータの提供を行い保険者支援の充実に努めた。

また、第三者行為損害賠償求償事務については、引き続き事業範囲の拡大を検討しながら、求償金の滞納防止に努め、保険
者事務の効率化を図った。

さらに、海外療養費不正請求対策支援業務の適正な事務の執行と、国保税賦課シミュレーション支援事業の充実に努め、事
業の推進を図った。

第４　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
国保データベース（KDB）システムの活用による保健事業を推進するとともに、栃木県保険者協議会を通じて地域・職域保

険の連携強化を図るなど、市町保健事業の支援を行った。
また、医療保険情報を活用したデータ分析、生活習慣病（予備群）減少のためのデータ提供活用支援等のデータヘルスの充

実を図るとともに、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施、特定健診受診率向上支援の充実強化等により医療費適正化
の推進に努めた。

さらに、特定健診等のデータ管理業務の適正執行を行い、保険者事務の効率化に努めた。

第５　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行
介護給付費・障害者総合支援給付費等の審査支払業務を適正に執行した。また、保険者ニーズに沿った介護保険者事務共同

処理事業を展開するとともに、介護給付適正化事業の一層の充実強化に努めた。更に、関係機関との連携を強化し、介護サー
ビスの質の維持・向上を図った。

また、国において令和5年度に導入するケアプランデータ連携システムに係る影響分析を行うなど、本稼働までの準備に万
全を期して対応した。

第６　新規事業への対応
本会中期事業計画に基づき、保険者のニーズに対応した事業を実施するとともに、令和6年度における次期国保総合システ

ムをはじめとした国保中央会標準システムのクラウド環境への移行のほか、関連する本会独自システムの更改に係る準備に万
全を期した。また、Webを活用した広報事業の拡充やデータ分析業務を担う人材の更なる育成に努めるほか、県と連携して介護・
福祉分野の処遇改善に係る補助金事業を適正に実施し、公的機関としての役割を果たした。

第７　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効果的に進めるため、令和4年度本会事業計画の重点目標の取り組み方針

に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努めた。
また、組織の運営と業務の信頼性・有効性確保のため、情報セキュリティ強化に努めた。

第１　国民健康保険事業の安定的運営
第２　成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
第３　共同事業の効率的推進  
第４　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第５　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行
第６　新規事業への対応
第７　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
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令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会一般・特別両会計歳入歳出決算の状況（対前年比）
（単位：円）

会　 計　 区　 分
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

令和 3 年度 令和 4 年度 前年比 令和 3 年度 令和 4 年度 前年比 令和 3 年度 令和 4 年度 前年比

一 般 会 計
(517,045,558) (572,227,531) 110.7% (515,827,887) (568,191,554) 110.2% (1,217,671) (4,035,977) 331.5%

544,857,667 2,012,159,843 369.3% 543,082,887 2,008,123,866 369.8% 1,774,780 4,035,977 227.4%

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

業　務　勘　定
(1,318,811,938) (1,509,716,018) 114.5% (1,258,892,164) (1,435,369,382) 114.0% (59,919,774) (74,346,636) 124.1%

1,397,756,225 1,572,294,736 112.5% 1,337,290,982 1,497,893,047 112.0% 60,465,243 74,401,689 123.0%

支
払
勘
定

国民健康保険
診療報酬支払勘定 144,018,044,955 142,157,002,969 98.7% 143,987,465,096 142,126,664,101 98.7% 30,579,859 30,338,868 99.2%

公費負担医療に
関する診療報酬支

払勘定
3,964,300,470 4,314,857,030 108.8% 3,962,844,338 4,313,448,341 108.8% 1,456,132 1,408,689 96.7%

出産育児一時金等
に関する支払勘定 902,474,499 843,062,127 93.4% 902,474,499 843,062,127 93.4% 0 0 0.0%

抗体検査等費用に
関する支払勘定 2,926,003,052 3,558,204,794 121.6% 2,926,003,052 3,558,204,794 121.6% 0 0 0.0%

小　　　　計 151,810,822,976 150,873,126,920 99.4% 151,778,786,985 150,841,379,363 99.4% 32,035,991 31,747,557 99.1%

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

業　務　勘　定
(680,704,757) (825,383,422) 121.3% (621,347,697) (805,589,447) 129.7% (59,357,060) (19,793,975) 33.3%

680,704,757 825,383,422 121.3% 621,347,697 805,589,447 129.7% 59,357,060 19,793,975 33.3%

支
払
勘
定

後期高齢者医療
診療報酬支払勘定 209,578,872,619 218,145,422,782 104.1% 209,569,027,149 218,135,896,064 104.1% 9,845,470 9,526,718 96.8%

公費負担医療に
関する診療報酬支

払勘定
1,285,048,005 1,703,717,422 132.6% 1,284,047,111 1,702,745,614 132.6% 1,000,894 971,808 97.1%

小　　　　計 210,863,920,624 219,849,140,204 104.3% 210,853,074,260 219,838,641,678 104.3% 10,846,364 10,498,526 96.8%

第三者行為損害賠償求償事務
共同処理事業特別会計

(22,148,127) (17,899,375) 80.8% (18,929,259) (16,442,419) 86.9% (3,218,868) (1,456,956) 45.3%
422,732,633 427,548,485 101.1% 419,513,765 426,091,529 101.6% 3,218,868 1,456,956 45.3%

介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

業　務　勘　定
(214,057,843) (213,889,106) 99.9% (204,499,912) (206,901,098) 101.2% (9,557,931) (6,988,008) 73.1%

529,561,761 551,081,552 104.1% 520,356,192 543,967,932 104.5% 9,205,569 7,113,620 77.3%

支
払
勘
定

介護給付費
支払勘定 144,235,920,477 143,963,559,981 99.8% 144,235,324,019 143,962,963,523 99.8% 596,458 596,458 100.0%

公費負担医療に
関する報酬支払勘定 1,264,446,464 1,278,856,199 101.1% 1,264,442,417 1,278,852,152 101.1% 4,047 4,047 100.0%

小　　　　計 145,500,366,941 145,242,416,180 99.8% 145,499,766,436 145,241,815,675 99.8% 600,505 600,505 100.0%

障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等
特
別
会
計

業　務　勘　定
(88,485,948) (83,915,527) 94.8% (73,728,836) (70,775,066) 96.0% (14,757,112) (3,140,461) 21.3%

92,532,468 86,419,267 93.4% 77,870,636 83,247,666 106.9% 14,661,832 3,171,601 21.6%

支
払
勘
定

障害介護給付費
支払勘定 41,408,849,469 43,761,866,129 105.7% 41,408,828,065 43,761,844,725 105.7% 21,404 21,404 100.0%

障害児給付費
支払勘定 9,136,442,435 10,393,683,837 113.8% 9,136,442,435 10,393,683,837 113.8% 0 0 0.0%

小　　　　計 50,545,291,904 54,155,549,966 107.1% 50,545,270,500 54,155,528,562 107.1% 21,404 21,404 100.0%

特定健診保健指導費用
決済業務特別会計

(49,411,983) (49,333,693) 99.8% (48,407,505) (48,897,300) 101.0% (1,004,478) (436,393) 43.4%
1,348,981,659 1,380,759,070 102.4% 1,347,977,181 1,380,322,677 102.4% 1,004,478 436,393 43.4%

職員厚生資金貸付金特別会計 10,000,180 10,000,180 100.0% 180 500,180 皆増 10,000,000 9,500,000 95.0%

合　　　　　計
(2,890,666,154) (3,272,364,672) 113.2% (2,741,633,260) (3,152,166,266) 115.0% (149,032,894) (110,198,406) 73.9%
563,747,529,795 576,985,879,825 102.3% 563,544,337,701 576,823,101,622 102.4% 203,192,094 162,778,203 80.1%

【備考】上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、一般会計の介護職員処遇改善支援事業費及び福祉・介護職員処遇改善支援事業費、円滑導入関係諸費〔指定公
費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）繰出金〕、保険者間調整受入金及び支出金、第三者行為損害賠償求償金、
介護保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電
子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）である。
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国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に

伴
う
費
用
に
係
る
令
和
６
年
度

国
庫
補
助
要
求
の
た
め
の
要
請
活
動

通
常
総
会
で
は
、
国
保
総
合
シ
ス
テ

ム
の
更
改
に
伴
う
費
用
に
係
る
令
和
６

年
度
国
庫
補
助
要
求
の
た
め
の
決
議
が

行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

背
景令

和
３
年
３
月
31
日
に
厚
生
労
働
省
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以

下
、「
支
払
基
金
」
と
い
う
。）
及
び
国

民
健
康
保
険
中
央
会
（
以
下
、「
中
央

会
」
と
い
う
。）
が
策
定
し
た
「
審
査

支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
（
下

図
参
照
）」
の
実
現
に
向
け
、
中
央
会

及
び
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以

下
、「
国
保
連
合
会
」
と
い
う
。）
に
お

い
て
、
次
期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
方
針
に

基
づ
き
ク
ラ
ウ
ド
化
を
行
う
と
と
も
に
、

支
払
基
金
の
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム
と
の

整
合
性
の
実
現
（
受
付
領
域
の
共
同
利

用
、
審
査
領
域
の
業
務
要
件
の
整
合
性

の
確
保
）
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４

年
）
４
月
に
向
け
た
更
改
で
は
、
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
の
最
適
化
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
保
守
・
運
用
費
が

高
額
と
な
る
た
め
、
支
払
基
金
シ
ス
テ

ム
に
な
い
国
保
保
険
者
事
務
の
共
同
処

理
を
行
う
保
険
者
サ
ー
ビ
ス
系
を
含
め

シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
を
図
る
と
と
も
に
、

診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
等
の
取
組
等
も
踏

ま
え
、
令
和
８
年
（
２
０
２
６
年
）
４

月
を
目
途
と
さ
れ
て
い
る
支
払
基
金
と

の
審
査
領
域
の
共
同
開
発
・
共
同
利
用

に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
最
適
化

に
取
り
組
み
、
保
守
・
運
用
費
の
縮
減

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発

に
係
る
費
用
や
保
守
・
運
用
費
を
賄
う

た
め
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
保
連
合

会
が
保
有
す
る
積
立
資
産
だ
け
で
は
不

足
し
て
お
り
、
保
険
者
等
か
ら
徴
収
す

る
審
査
支
払
手
数
料
等
を
引
き
上
げ
て

対
応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
今
回
の

改
革
は
政
府
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
十

分
な
財
政
支
援
を
講
じ
る
よ
う
、
求
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
今
年
度
に
お
い
て

も
、
中
央
会
及
び
全
国
国
保
連
合
会
が

一
体
と
な
り
、
国
庫
補
助
獲
得
に
向
け

た
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

▲審査支払機能に関する改革工程表
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令
和
６
年
度
国
庫
補
助
要
求
に
向
け

た
現
在
の
状
況

令
和
５
年
度
の
不
足
財
源
（
約
57

億
円
）
に
対
す
る
取
組
と
し
て
、
令

和
４
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
地

方
６
団
体
（
全
国
知
事
会
、
全
国
市

長
会
、
全
国
町
村
会
、
全
国
都
道
府

県
議
会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長

会
、全
国
町
村
議
会
議
長
会
）
に
対
し
、

要
望
書
等
を
用
い
各
団
体
に
対
し
て

要
請
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
各
団
体
に
お
い
て
、
要
望
事

項
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
で
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
に
お
い
て
は
、
令

和
４
年
７
月
29
日
開
催
の
通
常
総
会

に
て
国
庫
補
助
の
要
望
に
関
す
る
決

議
を
実
施
し
、
８
月
31
日
に
栃
木
県

選
出
国
会
議
員
９
名
へ
陳
情
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
18
日
開
催

の
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
の

決
議
に
基
づ
き
、
栃
木
県
選
出
国
会

議
員
へ
陳
情
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
、　

塚
理
事
長
（
さ
く
ら
市
長
）

が
与
党
（
自
民
党
）
班
の
班
長
と
し
て
、

古
口
国
保
中
央
会
副
会
長
（
茂
木
町

長
）
と
と
も
に
代
表
陳
情
に
参
加
し
、

萩
生
田
政
務
調
査
会
長
ら
へ
陳
情
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
請
活
動
の
結
果
、
概

算
要
求
時
点
で
は
事
項
要
求
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
厚
生

労
働
省
第
二
次
補
正
予
算
と
し
て
57

億
円
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
国
庫
補
助
要
求
に
向

け
て
は
、
令
和
６
年
４
月
の
国
保
総

合
シ
ス
テ
ム
更
改
後
の
保
守
・
運
用

費
に
対
す
る
補
助
要
求
は
厳
し
い
見

通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
保
総
合

シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
及
び
審
査
領
域

の
共
同
利
用
に
向
け
た
開
発
費
を
優

先
し
、
国
庫
補
助
を
要
求
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保

総
合
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
及
び
保
守
・

運
用
費
の
財
源
を
確
保
し
て
い
く
た

め
、
国
保
連
合
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
積
立
資

産
の
積
立
上
限
の
引
き
上
げ
に
関
し
、

税
制
改
正
要
望
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

国
の
予
算
編
成
に
向
け
た
要
請
活
動

総
会
に
お
け
る
決
議
を
踏
ま
え
、

８
月
に
本
県
選
出
主
要
国
会
議
員
等

へ
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
秋
以
降
の
予
算
編
成
に
向

け
た
要
請
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
全
国
国
保
連

合
会
総
合
調
整
会
議
等
で
協
議
・
対

応
し
、
11
月
13
日
開
催
の
国
保
制
度

改
善
強
化
全
国
大
会
の
決
議
に
基
づ

き
、
関
係
省
庁
及
び
主
要
国
会
議
員

へ
陳
情
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▲国保総合システムの更改に伴う費用に係る令和６年度国庫補助要求のための決議書

決 

議
（
案
） 

 

国
保
中
央
会
・
国
保
連
合
会
が
開
発
運
用
し
て
い
る
「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
」
は
、
国

保
制
度
等
の
基
盤
を
支
え
る
極
め
て
公
共
性
の
高
い
、
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
柱
と
な
る
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
が
、
令
和
六
年
三
月
に
機
器
の
保
守
期
限
が
到
来
す
る
た
め
、
「
審

査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」
に
沿
っ
て
、
第
一
段
階
の
対
応
と
し
て
、
ク
ラ
ウ

ド
へ
の
移
行
や
支
払
基
金
シ
ス
テ
ム
と
受
付
領
域
を
共
同
利
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開

発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
第
二
段
階
の
対
応
と
し
て
、
支
払
基
金
と
審
査
領
域
を
共
同
利

用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
開
発
期
間
が
限
ら
れ
る
中
で
シ
ス
テ
ム
障
害
等
の
リ
ス
ク
を
避
け
る

た
め
に
段
階
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
、
第
一
段
階
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に

お
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
活
用
す
る
な
ど
シ
ス
テ
ム
を
最
適
化
す
る
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
支
払
基
金
シ
ス
テ
ム
に
は
な
い
国
保
保
険
者
事
務
の

共
同
処
理
を
行
う
保
険
者
サ
ー
ビ
ス
系
機
能
を
含
め
て
、
早
急
に
シ
ス
テ
ム
を
最
適
化
し

保
守
・
運
用
費
の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
第
二
段
階
の
支
払
基
金
と
の
審
査
領
域
の
共
同
開
発
・
共
同
利
用
に
お
い
て

も
、
国
保
等
の
保
険
者
の
保
守
・
運
用
費
の
縮
減
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
最
適
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

 

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
こ
れ
ら
の
開
発
に
係
る
費
用
や
保
守
・
運
用
費
を
賄
う
た
め
の

財
源
に
つ
い
て
は
、
国
保
連
合
会
が
保
有
す
る
積
立
資
産
だ
け
で
は
不
足
し
て
お
り
、
保

険
者
等
か
ら
徴
収
す
る
審
査
支
払
手
数
料
等
を
引
き
上
げ
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

と
な
る
が
、
国
保
保
険
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
財
政
基
盤
が
脆
弱
な
上
、

物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
費
用
を
保
険
料

（
税
）
の
引
き
上
げ
で
負
担
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
こ
の
内
容
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
保
険
者
や
被
保

険
者
に
追
加
的
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
講

じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 
右
、
決
議
す
る
。 

令
和
五
年
七
月
二
十
七
日 

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会 

通
常
総
会 
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会
長
の
一
言

持続可能な国保の運営体制を目指して
人口減少に伴う保険者規模の縮小や高齢化による現役世代の減少が進

む中、県内全ての市町は、厳しい国保の運営を強いられることになります。
今後、継続して医療費の適正化や収納率の向上に取り組むとともに、

現在議論を進めている「保険税水準の統一」に向け、県と市町はさらな
る連携を強化し、将来にわたり持続可能な国保の運営体制となるよう、
本市の会長としてだけでなく、栃木県国民健康保険運営協議会会長会の
会長としても支援・尽力してまいります。

国保運協会長プロフィール

塚
つか

田
だ

　典
のり

功
かつ

宇都宮市

宇
都
宮
市
は
、
栃
木
県
の
中
央
部
に
位

置
し
、東
京
か
ら
北
に
約
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
あ
り
、
５
市
５
町
と
隣
接

し
て
い
ま
す
。

市
域
に
は
、
古
賀
志
山
な
ど
の
山
地
や
、

台
地
、
丘
陵
地
が
広
が
り
、
鬼
怒
川
や
田

川
が
貫
流
す
る
な
ど
豊
か
な
美
し
い
自
然

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
特
産
の
大
谷
石
の
文

化
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
魅

力
溢
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
訪
れ
る
人
々
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
８
月
に
は
、
全
線
新
設
は

全
国
で
初
め
て
と
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
愛
称
：

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
）
が
開
業
す
る
と
と
も

に
、
市
内
で
発
電
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
域
新
電
力
会
社
（
宇
都
宮
ラ

イ
ト
パ
ワ
ー
株
式
会
社
）
が
調
達
し
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
に
供
給
す
る
な
ど
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
沿
線
か

ら
は
じ
ま
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
取
組
が
、「
脱
炭
素
先
行
地

域
」
と
し
て
国
の
選
定
を
受
け
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
本
市
で
は
、
人
口
減
少
・
人
口

構
造
の
変
化
を
は
じ
め
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
脱
炭
素
社
会

構
築
な
ど
の
社
会
潮
流
の
ほ
か
、
自
然
災

害
の
激
甚
化
な
ど
市
民
が
抱
え
る
課
題
や

ニ
ー
ズ
も
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
中
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
豊
か

で
便
利
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

夢
や
希
望
が
か
な
う
ま
ち
「
ス
ー
パ
ー
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
を
掲
げ
、
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
を
務
め

ら
れ
る
塚
田
典
功
氏
は
、
歯
科
医
師
と
し

て
市
民
の
健
康
長
寿
に
貢
献
さ
れ
、
平
成

15
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
宇
都
宮
市
議

会
議
員
と
し
て
副
議
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
市
政
発
展
の
た
め
ご
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
運
営
協
議
会
会
長
に
は
平

成
25
年
に
就
任
さ
れ
、
本
市
国
民
健
康
保

険
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
約
10
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
、
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

国
民
皆
保
険
の
最
後
の
砦
で
あ
る
国
民

健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
被
保
険

者
数
の
減
少
や
医
療
技
術
の
高
度
化
に
伴

う
医
療
費
の
増
加
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱

え
、
大
変
困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

塚
田
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
豊
富
な

知
識
と
幅
広
い
経
験
を
活
か
し
、
国
民
健

康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
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程
よ
い
、
心
地
い
い
感
覚

程
よ
い
、
心
地
い
い
感
覚

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私今
年
は
梅
雨
と
い
う
時
期

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
思

う
程
、
７
月
に
梅
雨
明
け
し

て
か
ら
は
暑
い
暑
い
夏
が

や
っ
て
き
て
、
天
気
予
報
で

は
36
度
超
え
の
気
温
だ
け
が

ズ
ラ
ッ
と
並
ぶ
日
々
が
続
い

て
い
る
。

毎
年
思
う
。
自
分
が
子
ど

も
の
頃
の
夏
は
33
度
と
い
っ

た
ら
猛
暑
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
の
に
、
と
。
夏
休
み
期
間

中
の
朝
、
町
で
実
施
し
て
い

た
、
お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
と

ラ
ジ
オ
体
操
。
朝
４
時
半
に

起
き
、
霧
の
舞
っ
た
道
を
友

達
と
自
転
車
で
通
い
皆
勤
賞

を
取
っ
た
も
の
だ
。
な
ん
て

健
康
的
な
生
活
を
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
今
は
、
時
間
が

あ
れ
ば
少
し
で
も
長
く
寝
て

い
た
い
方
な
の
に
。

と
は
言
い
つ
つ
も
、
一
日

の
目
標
が
あ
れ
ば
そ
ん
な
こ

と
は
な
く
、
休
日
で
言
え
ば
、

農
家
な
の
で
春
先
か
ら
は
私

の
出
番
も
や
っ
て
く
る
。
種

ま
き
、
田
植
え
、
草
む
し
り
、

庭
の
手
入
れ
等
な
ど
…
、
月

曜
日
に
は
足
や
腕
、
背
中
や
指

ま
で
も
が
筋
肉
痛
。
プ
ラ
ス
腰

痛
も
。
こ
の
ク
タ
ク
タ
感
は
も

う
勘
弁
し
て
、
と
思
う
が
、
一

週
間
経
て
ば
痛
み
も
取
れ
て
、

不
思
議
な
も
の
で
ま
た
頑
張
れ

る
。
普
段
の
仕
事
の
往
復
で
は

汗
な
ど
か
か
な
い
私
に
と
っ
て

は
、
身
体
の
た
め
に
も
精
神
的

に
も
心
地
い
い
感
覚
だ
と
思
っ

て
お
り
、
健
康
の
た
め
に
は
、

休
日
の
過
ご
し
方
の
方
が
良

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

昨
年
は
、
友
達
か
ら
筋
膜
リ

リ
ー
ス
に
誘
わ
れ
数
ヶ
月
間

通
っ
た
。
週
一
と
は
い
え
、
伸

ば
し
た
り
、
曲
げ
た
り
、
叩

い
た
り
と
、
身
体
の
硬
い
私

に
と
っ
て
は
終
始
必
死
の
１

時
間
に
な
る
の
だ
が
、
普
段

伸
ば
し
て
い
な
い
筋
膜
に
刺

激
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

心
身
と
も
に
と
て
も
い
い
も

の
で
、
気
持
ち
も
清
々
し
く

身
体
も
は
っ
き
り
と
効
果
を

実
感
で
き
、
爽
快
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
な
の

で
、
週
一
で
は
な
く
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
自
宅
で
も
で
き

る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
を

有
効
活
用
し
て
十
分
に
で
き

る
、
と
い
う
や
る
気
満
々
の

気
持
ち
か
ら
グ
ッ
ズ
も
買
っ

た
。
し
か
し
、
今
で
は
宝
の

持
ち
腐
れ
と
な
り
部
屋
の
隅

に
眠
っ
て
い
る
。
こ
の
原
稿

を
機
に
、
今
日
か
ら
開
始
し

よ
う
か
…
。

何
は
と
も
あ
れ
、
暑
く
て

も
寒
く
て
も
身
体
を
動
か
し

て
汗
を
か
く
こ
と
は
清
々
し

い
。
特
別
な
趣
味
は
な
い
が
、

農
作
業
で
身
体
を
動
か
し
て

汗
を
か
き
、
適
度
な
運
動
を

心
掛
け
、
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
、
女
子
会
!?
も
積
極
的

に
参
加
す
る
な
ど
、
家
族
や

友
達
と
共
に
目
標
を
も
っ
て

過
ご
し
て
い
き
た
い
。

那珂川町 住民課

課長 石
いし

井
い

　里
さと

子
こ
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多
様
な
観
光
資
源
と
文
化
財
を

誇
る
ま
ち

益
子
町
は
栃
木
県
南
東
部
に
位
置

し
、
東
側
に
は
八
溝
山
地
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
山
裾
は
農
地
が
広
が
り
、

以
前
は
葉
タ
バ
コ
や
米
が
中
心
に
育
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
野
菜
や

果
樹
、
米
、
蕎
麦
な
ど
多
種
多
様
な
作

物
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
側
は
平

野
部
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
平
野
部
の

真
ん
中
を
南
北
に
小
貝
川
が
流
れ
、
両

岸
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

主
な
産
業
は
、
農
業
及
び
製
造
業
で

あ
り
、
ま
た
、
益
子
焼
に
代
表
さ
れ
る

観
光
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

益
子
焼
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
笠

間
市
と
共
同
申
請
を
し
た「
か
さ
ま
し

こ
～
兄
弟
産
地
が
紡
ぐ“
焼
き
物
語
”

～
」が
令
和
２
年
度
に
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
令
和
５
年
度
は
、
開
窯
か
ら

１
７
０
年
を
迎
え
て
お
り
、
町
内
の
窯

元
は
約
２
０
０
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、人
間
国
宝
に「
濱
田
庄
司
氏
」「
島

岡
達
三
氏
」の
お
二
方
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
年
間
の
入
り
込
み
客

数
は
約
２
４
０
万
人
で
あ
り
、
特
に
春

と
秋
に
開
催
さ
れ
る
陶
器
市
は
多
く
の

焼
き
物
フ
ァ
ン
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

て
は
、
イ
チ
ゴ
の
収
穫
期
で
あ
り
、
Ｊ

Ａ
が
運
営
す
る
観
光
い
ち
ご
園
に
も
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

平
成
28
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
道
の
駅
ま
し
こ
」は
直
売
場
や
レ
ス

ト
ラ
ン
、
観
光
案
内
だ
け
で
な
く
移
住

益
子
町

「
共
同
体
」
と
し
て
生
き
生
き
と
し
た

毎
日
を
送
る
「
幸
せ
」

ましこ炎まつり（登り窯を使用して陶芸作品を焼く様子）

      

みてある

益子町

益子町第140回

突 撃 ル ポ
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定
住
に
関
す
る
情
報
発
信
基
地
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度

は
年
間
約
80
万
人
の
方
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
本
建
物
は「
Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
建
築

大
賞
２
０
１
７
」の「
大
賞
」を
は
じ
め

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

益
子
町
は
、
近
年
の
観
光
資
源
だ
け

で
な
く
、
中
世
ま
で
遡
る
こ
と
の
で
き

る
文
化
財
が
町
の
中
心
を
取
り
巻
く
よ

う
に
点
在
し
、
西
明
寺
、
円
通
寺
、
地

蔵
院
を
中
心
に
国
指
定
文
化
財
７
件
、

県
指
定
文
化
財
36
件
、
町
指
定
66
件
な

ど
多
く
の
歴
史
的
な
資
源
も
擁
し
て
お

り
、
ま
た
中
心
部
か
ら
少
し
足
を
延
ば

せ
ば
、
豊
か
で
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
里
山
の
風
景
が
広
が
り
、
四
季
折
々

の
風
景
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
ち
の
将
来
像

「
幸
せ
な
協
働
体（
共
同
体
）・
ま
し

こ
」を
町
の
将
来
像
と
し
て
、
町
で
暮

ら
す
人
、学
ぶ
人
、働
く
人
、訪
れ
る
人
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
力
を
ひ
と

つ
に
す
る「
共
同
体
」と
し
て
生
き
生

き
と
し
た
毎
日
を
送
る「
幸
せ
」を
感

じ
る
よ
う
な
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
多
様
な
観
光
資
源
と
文

化
財
を
有
す
る
益
子
町
を
訪
れ
、
益
子

町
の
目
指
す
町
づ
く
り
や
国
保
税
収
納

率
・
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

医
療
費
適
正
化
を
目
指
す

住
民
課
の
髙
松
係
長
に
住
民
課
に
お

け
る
取
組
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

髙
松
係
長
は
、
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て「
医
療

費
の
適
正
化
」を
挙
げ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
推
奨
や
積
極
的
な
保
健
指

導
を
実
施
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。
ま

た
、
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、「
住
民

課
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
福
祉
課
、
高

齢
者
支
援
課
、
生
涯
学
習
課
な
ど
と
連

携
し
て
実
施
し
て
お
り
、
健
康
増
進
事

業
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、
高
齢
者
教
室
な

ど
を
通
し
て
町
民
の
健
康
づ
く
り
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
」と
説
明
し
ま
す
。

そ
の
他
の
取
組
と
し
て
、
人
間
ド
ッ

ク
の
補
助
や
24
時
間
健
康
相
談
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
益
子
町
の
人
間
ド
ッ

ク
の
補
助
率
は
、
県
内
で
も
高
い
水

準
に
あ
り
、
町
民
の
方
か
ら
も
好
評

を
得
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
業

者
委
託
で
実
施
し
て
い
る
24
時
間
対

応
の
電
話
に
よ
る
健
康
相
談
に
つ
い

て
は
、「
心
の
悩
み
相
談
の
件
数
が

多
く
、
安
定
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。

専
門
職
の
方
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
の
で
、
安
心
し
て
相
談
が
で
き
る

良
い
事
業
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

国
保
税
収
納
率
向
上
に
向
け

た
体
制
づ
く
り

続
い
て
、
税
務
課
の
阿
久
津
係
長
に

税
務
課
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
う
か

が
い
ま
し
た
。

阿
久
津
係
長
は
、
税
務
課
で
は
滞
納

処
分
を
行
う
際
に
滞
納
者
に
関
す
る
財

産
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

し
か
し
、
文
書
で
の
照
会
依
頼
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
調
査
依
頼
先
で

あ
る
金
融
機
関
等
か
ら
の
回
答
に
時
間

を
要
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
仮
に
預
金
な
ど
の
財

産
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
自
治
体

で
同
じ
よ
う
に
滞
納
が
あ
っ
た
場
合
に

先
に
財
産
を
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
国

保
税
収
納
率
の
向
上
に
繋
が
ら
な
い
た

め
、「
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る

た
め
、
最
短
３
日
で
照
会
可
能
な
電
子

照
会
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
財
産
調
査

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

地蔵院本堂
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ま
す
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
捜
索
の
状
況
に
つ
い
て
う
か

が
う
と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
捜
索
は
３
年
ほ
ど
行
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
月
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す（
令
和
５
年
８
月

現
在
）」と
話
し
、
捜
索
を
通
し
て
財

産
の
確
認
、
差
押
に
取
り
組
ん
で
い
く

姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

健
康
デ
ー
の
取
組

続
い
て
、
健
康
福
祉
課
の
大
峯
係
長

と
廣
木
主
査
に
益
子
町
の
保
健
事
業
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

益
子
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
支
援

の
一
環
と
し
て
月
１
回
、
益
子
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で「
健
康
デ
ー
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
町
民
の
健
康

意
識
の
増
進
と
健
康
行
動
の
維
持
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
多

角
的
な
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
体
組
成
測
定
・
栄
養
相
談
・

運
動
相
談
・
そ
の
他
毎
回
様
々
な
テ
ー

マ
の
健
康
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

体
組
成
測
定
や
健
康
教
育
ブ
ー
ス
は
予

約
が
不
要
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
自
身

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
峯
係
長
は
本
事
業
の
参
加
者

に
つ
い
て
、「
毎
回
参
加
し
て
く
だ
さ

る
方
が
多
い
で
す
が
、
最
近
で
は
そ
う

い
っ
た
方
が
お
友
達
を
連
れ
て
来
て
く

だ
さ
り
新
規
の
参
加
者
も
着
実
に
増
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
参

加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

取
材
日
に
も
健
康
デ
ー
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
が
参
加

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

大
峯
係
長
は
本
事
業
の
強
み
に
つ

い
て
、「
す
で
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
に
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
の
場
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
方
に

は
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
な
る
よ
う
、

云
わ
ば『
パ
ー
ソ
ナ
ル
』な
支
援
が
で

き
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

町
民
へ
直
接
的
な
支
援
を
す
る
場
を

設
け
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
っ
た

健
康
づ
く
り
支
援
を
行
う
職
員
の
方
た

ち
の
熱
心
な
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
向

け
て

　

引
き
続
き
、
特
定
健
診
に
関
連
す
る

取
組
に
つ
い
て
も
お
二
人
に
う
か
が
い

ま
し
た
。

益
子
町
の
特
定
健
診
は
集
団
健
診
の

み
で
年
28
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
峯

係
長
は
実
施
方
法
に
つ
い
て
、「
令
和

２
年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と

し
て
、
受
付
時
間
を
振
り
分
け
、
健
診

会
場
へ
の
来
場
者
数
を
分
散
さ
せ
ま
し

た
。
以
前
は
対
象
者
の
方
が
受
付
前
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
順
番
待
ち
の
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
が
、
分
散
化
を
図
っ
た

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
健
診
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
て
か
ら
も
、

受
け
入
れ
人
数
と
受
付
時
間
の
振
り
分

け
を
継
続
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
健
診
受
診
者
に
は
、
次

年
度
日
程
を
自
動
で
予
約
し
、
年
度
初

め
に
個
別
通
知
を
送
付
す
る
こ
と
で
継

続
的
に
健
診
を
受
け
て
も
ら
う
流
れ
を

作
っ
て
い
ま
す
。

若
年
層
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
取
組

次
に
、
若
い
世
代
の
受
診
率
を
上
げ

る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま

し
た
。
廣
木
主
査
は
、「
益
子
町
で
は

19
歳
～
39
歳
を
対
象
に
ヤ
ン
グ
ミ
ニ
健

診
を
特
定
健
診
と
同
日
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
40
歳
に
な
っ
た
と
き
に
抵
抗

な
く
特
定
健
診
へ
移
行
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

若
年
層
の
受
診
率
を
上
げ
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
課
題
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
取
組
に
よ
り
若
年
層

の
受
診
率
向
上
に
期
待
が
で
き
ま
す
。

対
面
に
よ
る
健
診
結
果
の
返
却

益
子
町
の
特
徴
と
し
て
、
特
定
健

診
を
受
け
た
方
全
員
に
、
後
日
健
診

取材日に開催されていた
健康デー「間食について学ぼう」の様子
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◎益子町の概況

令和２年度 令和３年度 令和４年度

総人口（人） 22,365 22,094 21,758

総世帯数（世帯） 8,745 8,793 8,825

国保被保険者

加入世帯数（世帯） 3,750 3,695 3,557

被保険者数（人） 6,465 6,217 5,852

被保険者加入率（％） 28.9 28.1 26.9

保険料（税） 一人当たり調定額（円） 87,809 89,132 87,528

収納状況（現年分） 収納率（％） 93.38 93.88 93.78

一人当たりの療養諸費費用額（円） 324,401 363,604 361,384

特定健診・特定
保健指導の状況

特定健診受診率（％） （元年）45.0 （２年）37.7 （３年）45.0

特定保健指導実施率（％） （元年）73.8 （２年）78.7 （３年）81.7
今回の取材にご対応いただきました

住民課・税務課・健康福祉課の皆さん

を
受
け
た
会
場
で
結
果
説
明
会
を
実

施
し
、
対
面
で
結
果
の
返
却
を
し
て

い
ま
す
。

大
峯
係
長
は
、「
対
面
で
結
果
の
返

却
を
行
い
、
健
康
課
題
を
振
り
返
り
、

健
康
意
識
の
向
上
・
行
動
変
容
に
繋

が
る
よ
う
な
支
援
し
て
い
ま
す
。
指

導
す
る
と
い
う
よ
り
、
本
人
が
で
き

る
こ
と
は
何
な
の
か
を
見
定
め
、
一

緒
に
目
標
を
立
て
て
寄
り
添
う
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
ま

た
、
廣
木
主
査
は
対
面
に
よ
る
健
診

結
果
の
返
却
に
つ
い
て
、「
こ
の
方
法

は
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者
の
初
回

面
接
に
係
る
実
施
率
の
向
上
に
繋
が

り
ま
す
。
さ
ら
に
初
回
面
接
で
対
象

者
の
心
を
つ
か
め
ば
次
回
の
面
接
や

今
後
の
対
応
に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

禍
で
も
結
果
の
対
面
返
却
を
貫
い
て

き
た
の
は
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

健
診
結
果
の
対
面
返
却
が
可
能
に

す
る
個
人
に
寄
り
添
う
き
め
細
や
か

な
指
導
が
、
益
子
町
の
高
い
特
定
保

健
指
導
率
の
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

益
子
町
の
課
題
と
対
策

最
後
に
益
子
町
の
課
題
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
、
髙
松
係
長
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

髙
松
係
長
は
、「
こ
れ
ま
で
益
子
町

の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
県
内
で
低

い
位
置
に
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
３

年
度
に
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
」と
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。

こ
の
状
況
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、「
益

子
町
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
事
業
に

取
り
組
み
、
町
民
の
健
康
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た

努
力
を
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

住
民
課
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
課
同

士
で
力
を
合
わ
せ
、
医
療
費
適
正
化
に

向
け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

各
課
で
協
力
し
て
ひ
と
つ
の
課
題
に

対
し
様
々
な
取
組
を
前
向
き
に
行
う
益

子
町
。「
幸
せ
な
協
働
体（
共
同
体
）・

ま
し
こ
」の
実
現
を
目
指
し
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
姿
勢
が
印
象
に
残
る
取
材

と
な
り
ま
し
た
。

毎年10月頃になると益子町生田目地区に咲き誇る
約500万本のコスモス

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」13



今
回
は
、
県
内
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
「
栃
木
Ｓ
Ｃ
」
に
所
属
し
て
お

り
、
宇
都
宮
市
出
身
で
あ
る
小
堀
選

手
に
健
康
な
身
体
作
り
の
秘
訣
や
心

構
え
を
学
ぶ
た
め
の
取
材
を
行
い
ま

し
た
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
身
体
が
基

本
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
小
堀
選

手
が
普
段
健
康
の
面
で
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

食
事
の
面
で
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を

意
識
的
に
摂
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
お
肉
を
食
べ
た
翌
日
は
魚
を
食

べ
る
な
ど
、
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
り
方

も
色
々
と
変
え
て
み
て
い
ま
す
。
魚

を
食
べ
る
日
が
多
い
週
は
身
体
の
動

き
が
軽
く
感
じ
る
の
で
、
試
合
前
に

は
魚
を
多
く
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
夏
場
は
体
重
が
落
ち
て
し

ま
う
の
で
、
一
日
５
食
を
目
安
に
食

べ
る
よ
う
に
し
て
体
重
を
キ
ー
プ
す

る
こ
と
に
も
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。

―
―
一
日
５
食
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
摂
っ
て
い
ま
す
か
？

ま
ず
、
朝
昼
晩
は
必
ず
食
べ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
お
昼
ご
は
ん
を

食
べ
た
ら
少
し
昼
寝
を
し
て
筋
ト
レ

を
す
る
の
で
す
が
、
筋
ト
レ
を
す
る

前
に
軽
く
食
べ
て
、
夜
ご
飯
の
あ
と

に
ま
た
軽
く
食
べ
る
と
い
う
感
じ
で

す
。
自
分
は
体
重
が
落
ち
や
す
い
体

質
な
の
で
、
そ
の
く
ら
い
で
や
っ
と

体
重
を
保
て
ま
す
。

―
―
小
堀
選
手
は
朝
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
ん
で
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
今
も
続
け
て
飲
ん
で
い
ま
す
か
？

実
は
、
最
近
は
あ
ま
り
飲
め
て
い

な
い
で
す
・
・
・
。
で
も
、
夜
ご
飯

を
食
べ
た
後
に
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
に

プ
ロ
テ
イ
ン
を
入
れ
て
ミ
キ
サ
ー
し

た
も
の
を
飲
む
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
バ
ナ
ナ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
が

で
き
て
身
体
に
も
良
い
で
す
し
、
寝

る
前
に
飲
む
と
睡
眠
の
質
が
改
善
し

ま
す
。

―
―
体
調
管
理
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　

と
に
か
く
ビ
タ
ミ
ン
を
摂
る
こ
と
と

し
っ
か
り
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
す
。
脂

質
ゼ
ロ
の
ビ
タ
ミ
ン
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
れ
を
箱
で
買
っ
て
ビ
タ

ミ
ン
を
摂
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
ん
で
ビ
タ

ミ
ン
を
摂
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
練
習
後
の
疲
労
ケ
ア
の
方
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

温
泉
が
好
き
な
の
で
、
交
代
浴
や
サ

ウ
ナ
に
入
っ
て
疲
労
回
復
し
て
い
ま

す
。
あ
と
は
、
家
で
筋
膜
リ
リ
ー
ス

（
筋
肉
を
包
む
膜
を
柔
ら
か
く
し
て
解

き
ほ
ぐ
す
こ
と
）
を
し
た
り
、
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

―
―
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
な
ど
を

続
け
て
い
く
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
？

自
分
の
た
め
だ
し
、
良
い
プ
レ
ー

し
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば

続
け
ら
れ
ま
す
。
何
か
目
標
を
立
て

て
取
り
組
む
と
続
け
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
場
合
、
練
習
後
本

当
に
疲
れ
て
い
る
の
で
自
然
と
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
く
な
り
ま
す
。

―
―
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
暑

さ
対
策
と
し
て
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ
健
康
法
！

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ 

栃
木
S
C

【生年月日】 2002/12/17
【身長／体重】 186㎝/82㎏
【 経 歴 】
TEAMリフレSC－栃木SCJrユース－栃木SCユース

【自分の性格をひとことで言うと】 負けず嫌い
【ニックネーム】 そら

Sora Kobori
FW38　小

こ

堀
ぼ り

　空
そ ら

  選手
プロフィール

©TOCHIGI SC
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水
は
た
く
さ
ん
飲
む
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
練
習
中
は
気
付
い
た
時
に

水
分
補
給
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
て
、

２
リ
ッ
ト
ル
は
必
ず
飲
み
ま
す
。
Ｕ
‐

21
日
本
代
表
候
補
合
宿
へ
行
っ
た
と

き
、
自
分
が
水
を
飲
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
量
は
３
リ
ッ
ト
ル
く
ら
い
だ

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
本
当

は
も
っ
と
水
を
飲
ま
な
く
て
は
い
け

な
い
ん
で
す
。

―
―
サ
ッ
カ
ー
は
体
力
の
消
耗
が
激

し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
た
め
何
か
行
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

体
力
づ
く
り
に
特
化
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
特
に
し
て
い
な
い
で
す
。

自
分
の
体
力
を
ど
う
最
大
限
に
発
揮

す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
大
事
な

の
が
食
事
や
睡
眠
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
一
番
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
の
サ
プ
リ
を
摂
る
こ
と
で

す
。
今
年
か
ら
飲
み
始
め
た
の
で
す

が
、
こ
れ
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
身
体
の
動
き
が
軽
く
な
り
、
よ

り
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
感
覚
が
あ

り
ま
す
。

―
―
身
体
の
健
康
に
つ
い
て
う
か

が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
心
の
健
康
に

つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
小
堀

選
手
は
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
と
き
、

ど
の
よ
う
に
解
消
し
て
い
ま
す
か
？

趣
味
の
筋
ト
レ
を
す
る
と
ス
ト
レ

ス
が
解
消
さ
れ
ま
す
ね
。
ほ
か
に
は
、

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
に
行
っ
た
り
、

友
達
と
日
帰
り
旅
行
を
し
た
り
、
ほ

し
い
も
の
買
っ
た
り
す
る
こ
と
も
ス

ト
レ
ス
の
解
消
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
寝
る
前
に
お
香
を
焚
い
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

―
―
お
香
へ
の
こ
だ
わ
り
は
あ
り

ま
す
か
？

お
香
は
よ
く
調
べ
て
い
て
、
わ
ざ

わ
ざ
東
京
ま
で
買
い
に
行
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
練
習
で
疲
れ

た
と
き
な
ど
に
お
香
を
焚
い
て
寝
る

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
し
、
頭
が

す
っ
き
り
し
て
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と

が
で
き
る
気
が
し
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
読
者
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

時
間
が
あ
る
と
き
に
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
も
良
い

の
で
、
少
し
身
体
を
動
か
し
て
み
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
無
理

に
運
動
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
身
体
を
動
か
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
普
段
の
ス
ト
レ

ス
も
解
消
さ
れ
ま
す
し
、
健
康
に
も

繋
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

栃
木
Ｓ
Ｃ
は
今
月
末
（
令
和
５
年

８
月
現
在
）
に
ホ
ー
ム
で
の
試
合
が

あ
り
ま
す
。
絶
対
勝
つ
の
で
是
非
見

に
来
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

以
上
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
小
堀
選
手
へ

の
取
材
で
し
た
。
健
康
な
生
活
を
送

る
う
え
で
の
心
構
え
や
実
践
し
て
い

る
健
康
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
堀
選

手
が
普
段
行
っ
て
い
る
ス
ト
レ
ッ
チ

に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
読
者
の
皆
様
も
左
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
是
非
動
画
を
ご
覧
に
な
っ
て

実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

小
堀
選
手
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。小堀選手のストレッチ動画は

こちらから視聴できます。

Webページから記事をご覧の場合、
上記二次元コードをクリックして

動画を視聴いただけます。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」15
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第
１
回
で
は
、
睡
眠
の
重
要
性
を

理
解
す
る
た
め
に
眠
り
の
し
く
み
に
つ

い
て
概
説
し
ま
し
た
。
第
２
回
は
、
眠

り
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
快
眠
の
コ

ツ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
近
や
け
に
眠
い
な
、
こ
こ
最
近

何
だ
か
眠
れ
な
い
な
、
ち
ょ
っ
と
寝
不

足
か
な
、
な
ど
と
睡
眠
に
問
題
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
ご
自
身
の
眠
り
の
状
態
を
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
睡

眠
に
問
題
を
感
じ
る
原
因
は
様
々
で
す

が
、
自
身
の
日
常
生
活
で
の
工
夫
で
睡

眠
が
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
快
眠
の
コ
ツ
に
つ
い
て
も
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
な
り
ま
す

の
で
、
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
、
熟
睡

感
が
得
ら
れ
な
い
、
十
分
に
眠
っ
て
も

強
い
眠
気
が
続
く
な
ど
ご
自
身
で
睡
眠

に
問
題
を
感
じ
て
い
て
、
自
ら
の
工
夫

だ
け
で
は
改
善
し
な
い
と
感
じ
た
と
き

に
は
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

日
中
の
眠
気
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
み
ま
し
ょ
う

下
の
質
問
票
を
使
っ
て
、
ご
自
身

の
最
近
の
眠
気
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
国
際
的
に
臨
床
で
も

よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

エ
ッ
プ
ワ
ー
ス
眠
気
尺
度
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）

と
い
う
質
問
票
で
、
ご
自
身
で
感
じ
る

眠
気
の
強
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
日
常
生
活
に
お

け
る
読
書
、
テ
レ
ビ
を
み
る
、
車
を
運

転
す
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
状
況
を
想

定
し
、
各
場
面
に
お
け
る
眠
気
の
評
価

を
ご
自
身
で
行
い
ま
す
。
８
つ
の
質
問

項
目
の
各
得
点
（
０
‐
３
点
）
を
単
純

に
加
算
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
総
合
得
点
（
０

‐
24
点
）
を
算
出
し
ま
す
。
得
点
が
高

い
ほ
ど
日
中
の
眠
気
が
強
い
と
判
定
し

ま
す
。健
常
者
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
得
点
は
５
・

９
±
２
・
２
で
あ
り
、
24
点
満
点
の
う

ち
、
11
点
を
超
え
る
と
眠
気
は
強
い
と

判
断
さ
れ
ま
す
。

不
眠
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
ま
し
ょ
う

次
に
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
質
問
票
を

使
っ
て
ご
自
身
の
不
眠
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
ち

ら
も
臨
床
で
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
る
世
界
共
通
の
不
眠
症
判
定
法
で

す
。
ア
テ
ネ
不
眠
尺
度
（
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
と

い
う
質
問
票
で
、
過
去
１
ヶ
月
の
ご
自

身
で
感
じ
る
眠
り
の
状
態
か
ら
不
眠
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ａ

Ｉ
Ｓ
は
寝
つ
き
、
夜
間
の
中
途
覚
醒
、

早
朝
の
覚
醒
、
総
睡
眠
時
間
、
睡
眠
の

質
、
日
中
の
気
分
、
身
体
的
・
精
神
的

特別寄稿特別寄稿

眠
り
と
健
康  

〜
眠
り
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
快
眠
の
コ
ツ
〜

第  回2

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部
健
康
開
発
学
科

　
　教
授

　
　有
竹

　清
夏
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な
日
中
の
活
動
、
日
中
の
眠
気
の
８
つ

の
各
質
問
項
目
に
つ
い
て
、
過
去
１
ヶ

月
間
に
少
な
く
と
も
週
３
回
以
上
経
験

し
た
も
の
を
選
ん
で
も
ら
い
、
各
得
点

（
０
‐
３
点
）
を
加
算
し
総
合
得
点
を

算
出
し
ま
す
（
０
‐
24
点
）。
得
点
が

高
い
ほ
ど
不
眠
が
強
い
と
判
定
し
ま
す
。

６
点
以
上
で
あ
る
と
、
不
眠
症
が
疑
わ

れ
ま
す
。
得
点
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。【
１
～
３
点
】・
・
・
睡
眠

が
と
れ
て
い
ま
す
。【
４
～
５
点
】・・・

不
眠
症
の
疑
い
が
少
し
あ
り
ま
す
。【
６

点
以
上
】・
・
・
不
眠
症
の
可
能
性
が

高
い
で
す
。

快
眠
の
コ
ツ

ご
自
身
の
眠
り
へ
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
は
い
か
が
で
し
た
か
。
快
眠
へ
の
近

道
と
し
て
は
、
ま
ず
は
ご
自
身
の
眠
り

の
環
境
を
整
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
良
い
眠
り
に
は
体
や
心
の
状
態
も

重
要
な
要
素
で
す
が
、
枕・マ
ッ
ト
レ
ス・

布
団
な
ど
寝
床
の
環
境
を
つ
く
る
寝
具

や
寝
室
の
温
度
・
湿
度
・
光
・
音
な
ど

の
寝
室
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
寝
つ

き
の
悪
さ
、
夜
間
の
中
途
覚
醒
と
い
っ

た
睡
眠
問
題
が
改
善
さ
れ
る
場
合
も
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
寝

床
環
境
を
つ
く
る
寝
具
選
び
や
寝
室
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、
よ
く
眠
る
た
め

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
適
度
な
運
動
や
規
則
正
し
い

生
活
の
実
践
は
快
眠
に
導
く
重
要
な
要

素
と
な
り
ま
す
。
適
度
な
運
動
や
規
則

正
し
い
生
活
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

寝
具寝

具
に
は
、
寝
て
い
る
・
眠
っ
て

い
る
時
の
保
温
と
、
良
い
寝
相
（
立
ち

姿
勢
に
近
い
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
姿

勢
）
を
保
つ
と
い
う
ふ
た
つ
の
大
き
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
体
は
体

内
時
計
の
働
き
か
ら
眠
る
と
体
温
が
下

が
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
深
い
眠
り
を
保

つ
た
め
に
体
内
か
ら
熱
を
出
す
た
め
で

放
熱
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
寝
具
は
こ

の
点
を
考
え
、
吸
湿
性
・
放
湿
性
が
良
く
、

保
温
性
の
良
い
こ
と
が
ま
ず
条
件
に
な

り
ま
す
。
特
に
、
冬
場
の
寒
い
季
節
は

寝
床
の
環
境
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
寝

具
が
冷
え
て
い
る
と
、
体
温
を
保
つ
た

め
に
熱
を
産
生
し
よ
う
と
体
の
筋
肉
が

硬
く
な
り
不
自
然
な
寝
相
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
時

期
は
就
寝
前
に
予
め
湯
た
ん
ぽ
や
電
気

毛
布
な
ど
で
寝
床
内
を
暖
め
て
お
く
と
、

ス
ム
ー
ズ
な
放
熱
が
起
こ
り
眠
り
に
つ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
個
人
差
や
季
節

に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
寝
床
内

の
温
度
は
33
℃
、
湿
度
は
50
％
の
状
態

が
最
適
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

快
眠
に
は
枕
の
高
さ
も
重
要
で
す
。

朝
起
床
時
に
首
や
肩
に
痛
み
な
ど
あ
る

場
合
、
そ
れ
は
枕
が
合
っ
て
い
な
い
せ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
枕
の
役
割
は
マ
ッ

ト
レ
ス
や
敷
き
布
団
と
後
頭
部
か
ら
首

に
か
け
て
の
す
き
間
を
埋
め
、
立
ち
姿

勢
に
近
い
自
然
な
体
勢
を
保
つ
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
す
き
間
は
個
人
差
も

良
く
眠
る
た
め
の
寝
床
環
境

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」17



プロフィール

主な委員歴：

主 な 研 究：

有
ありたけ

竹　清
さやか

夏
博士（保健学）　日本睡眠学会認定検査技師　 
米国認定睡眠検査士（RPSGT）
埼玉県立大学 保健医療福祉学部健康開発学科 教授

　東京医科歯科大学医学部保健衛生学科卒業、同大学院博士後期課程修了。国立精神・神
経センター精神保健研究所にて研究員、同病院にて検査技師。日本学術振興会特別研究員

（PD）、Harvard Medical School Brigham Women’s Hospital Research fellow、
早稲田大学スポーツ科学学術院、東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学セン
ターを経て現職。専門は臨床生理学・睡眠学・時間生物学。

日本睡眠学会幹事、日本睡眠学会国際機関誌編集委員会委員
日本睡眠学会ダイバーシティ委員会、日本時間生物学会評議員
日本睡眠検査学会学術交流委員会委員長　他
睡眠中の時間感覚、睡眠状態誤認の病態生理に関する研究
身体運動の放熱及び睡眠に与える効果に関する研究
更年期女性の不眠の病態生理と運動効果に関する研究　他

あ
り
適
し
た
枕
も
人
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
こ
の
深
さ
に
合
っ
た
高
さ
の
枕

を
選
ぶ
と
首
や
肩
へ
の
負
担
が
少
な
く

眠
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
呼

吸
が
し
や
す
く
、
仰
向
け
で
も
寝
返
り

を
し
て
横
向
き
に
な
っ
て
も
頭
部
を
き

ち
ん
と
支
え
ら
れ
て
弾
性
が
あ
る
、
発

汗
に
備
え
吸
湿
性
・
放
湿
性
の
良
い
素

材
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
マ
ッ
ト

レ
ス
・
敷
き
布
団
は
適
度
な
硬
さ
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
マ
ッ
ト
レ
ス
や
敷
き
布

団
が
柔
ら
か
す
ぎ
る
場
合
に
は
、
お
尻

が
深
く
沈
み
こ
ん
で
眠
り
に
く
い
ほ
か
、

腰
痛
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
逆
に
骨

な
ど
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
硬
す
ぎ
る
も

の
で
は
痛
み
を
生
じ
た
り
血
流
が
妨
げ

ら
れ
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

光
と
音
の
環
境

光
は
体
内
時
計
を
24
時
間
に
調
節
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
の
睡
眠
と

覚
醒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
司
っ
て
い
る
体

内
時
計
の
周
期
は
24
時
間
よ
り
長
め
に

で
き
て
い
る
た
め
、
そ
の
夜
に
寝
付
く

こ
と
が
で
き
る
時
刻
が
少
し
ず
つ
遅
れ

て
い
き
ま
す
。
光
に
は
そ
の
ズ
レ
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
、
最
も

効
果
的
な
起
床
直
後
の
朝
の
光
を
浴
び

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
起
き
た
ら
カ
ー

テ
ン
を
開
け
て
自
然
の
光
を
部
屋
の
中

に
取
り
込
む
と
い
っ
た
工
夫
が
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
昼
間
に
明
る
い
光
を
浴

び
る
こ
と
で
夜
に
分
泌
さ
れ
睡
眠
を
促

す
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
増

え
る
た
め
、
積
極
的
に
昼
間
の
光
を
浴

び
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
一
方
、
夜
の

光
は
、
朝
の
光
と
は
逆
に
体
内
時
計
を

遅
ら
せ
る
作
用
が
あ
り
、
照
度
１
０
０

～
２
０
０
ル
ク
ス
の
家
庭
照
明
で
も
、

長
時
間
浴
び
る
と
体
内
時
計
が
遅
れ
る

た
め
、
夕
方
以
降
は
室
内
照
度
を
抑
え

た
暖
色
系
の
光
に
し
ま
す
。
就
床
後
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ

ビ
な
ど
を
多
く
目
に
す
る
こ
と
で
光
刺

激
を
受
け
る
と
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌

を
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
睡
眠
を
妨
げ
て
中
途
覚
醒

を
増
や
す
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
多
く
含
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
夜
の
使
用
頻
度
を
減

ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
音
環
境
に
つ

い
て
は
、
静
か
な
睡
眠
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
騒
音
に
よ
っ
て

睡
眠
中
の
覚
醒
頻
度
が
増
え
て
深
い
睡

眠
が
減
少
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
睡
眠
中
は
40
ｄ
Ｂ
（
Ａ
）
以
下

の
騒
音
レ
ベ
ル
が
望
ま
し
く
、
40
ｄ
Ｂ

（
Ａ
）
以
下
の
音
の
目
安
と
し
て
は
図
書

館
内
や
静
か
な
住
宅
地
の
昼
く
ら
い
の

音
量
で
す
。
50
ｄ
Ｂ
（
Ａ
）
以
上
に
な

る
と
半
数
の
人
は
睡
眠
が
阻
害
さ
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
50
ｄ
Ｂ
（
Ａ
）

以
上
の
音
は
換
気
扇
や
家
庭
用
の
エ
ア

コ
ン
の
室
外
機
の
音
の
音
量
で
す
。
入

眠
前
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
目
的
で
音
楽

を
聴
く
こ
と
は
よ
い
で
す
が
、
消
灯
時

に
は
音
楽
を
消
す
も
し
く
は
タ
イ
マ
ー

を
か
け
て
覚
醒
を
促
す
刺
激
を
減
ら
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保健師
活動報告
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保健師
活動報告

い
つ
も
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

～
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
保
健
師
活
動
～

鹿
沼
市
　
保
険
年
金
課
　
保
健
師
　
村む

ら

田た

　
礼れ

い

子こ

◆
鹿
沼
市
の
概
要

鹿
沼
市
の
人
口
は
、
令
和
５
年

７
月
現
在
、
約
９
万
１
，
６
９
１

人
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
は
、
約
22
％
で
す
。
そ
の

う
ち
、
前
期
高
齢
者
の
割
合
は
約

47
％
と
な
っ
て
お
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
は
、
人

口
の
約
16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鹿
沼
市
の
第
８
次
総
合
計
画
で
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
ま
ち
、

「
い
つ
も
だ
れ
も
が
健
康
で
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指

す
姿
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
づ
く
り
の
施
策
を
行
う
中

で
、
保
険
年
金
課
で
取
り
組
ん
で

い
る
保
健
師
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
に
保
健
師
の
配
置
、

保
健
事
業
係
へ

鹿
沼
市
は
、
平
成
30
年
度
に
保

険
年
金
課
に
保
健
師
が
１
名
配
置

さ
れ
ま
し
た
。
糖
尿
病
の
重
症
化

予
防
な
ど
の
保
健
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
目
的
で
の
配

置
で
し
た
。

令
和
４
年
度
に
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
よ

り
専
門
性
に
特
化
し
た
役
割
を
担

う
係
と
し
て
、「
保
健
事
業
係
」
に
、

係
名
が
変
わ
り
ま
し
た
。
保
健
師

２
名
の
他
、
事
務
職
、
診
療
報
酬

内
容
点
検
専
門
員
、
令
和
５
年
度

に
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
、
管
理
栄
養
士
と
看
護
師
各
１

名
が
加
わ
り
ま
し
た
。

◆
健
康
課
題
と
保
健
師
活
動

保
健
師
が
配
置
さ
れ
た
、
平
成

30
年
度
に
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
を
分
析
し
た
報
告
書
【
平
成

29
年
度
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ

等
分
析
結
果
報
告
書
】
に
よ
る
と
、

県
内
で
糖
尿
病
の
一
人
当
た
り
入

院
医
療
費
が
最
も
高
額
で
し
た
。

（
図
１
）

本
市
に
お
い
て
は
、
糖
尿
病
が

重
症
化
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
健
康

課
で
実
施
し
て
い
た
各
種
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
を
保
険

年
金
課
で
開
始
し
ま
し
た
。

医
師
会
の
先
生
方
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
病
の
中

で
も
特
に
、
糖
尿
病
の
重
症
化

予
防
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
糖
尿
病
腎
症
罹
患
者
へ

の
保
健
指
導
を
行
う
に
あ
た
り
、

病
期
分
類
第
４
期
相
当
の
参
加

者
を
主
に
市
が
担
当
し
、
第
２

期
及
び
第
３
期
相
当
は
委
託
業

者
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
未
治
療
者
へ
は
、
受
診

勧
奨
通
知
を
送
付
し
、
そ
の
後
、

レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細

書
）
を
確
認
し
て
、
受
診
が
な

い
場
合
は
、
訪
問
を
し
て
い
ま

す
。
受
診
の
勧
奨
を
行
う
こ
と

で
、
適
切
な
医
療
に
結
び
つ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護

師
、
管
理
栄
養
士
を
講
師
と
し

た
国
保
セ
ミ
ナ
ー
を
、
糖
尿
病

腎
症
重
症
化
予
防
と
保
健
指
導

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
兼
ね 図１ 平成 29 年度 糖尿病の

　　 一人当たり医療費（入院）
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て
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
教

育
入
院
か
ら
５
年
程
経
過
し
、

注
意
点
な
ど
忘
れ
が
ち
だ
っ
た

が
、
補
強
が
で
き
た
」「
と
て
も

楽
し
く
勉
強
が
で
き
た
。
家
族

を
支
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
き
、
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
糖
尿
病
の
入
院
医
療
費

は
、
緩
や
か
に
改
善
傾
向
に
は

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
高
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
重
症
化

予
防
を
継
続
し
て
実
施
し
、
保

健
指
導
を
積
極
的
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
と
見

直
し
を
行
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
で
は
、
糖

尿
病
か
ら
の
透
析
へ
の
移
行
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
制
度
の
被
保
険
者

も
、
切
れ
目
な
く
平
等
に
保
健

事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
の
質
を

落
と
さ
ず
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
健
康
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
多
職
種
の
協
力
で
後
期
高
齢

者
の
保
健
事
業
を
実
施

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

へ
は
、
糖
尿
病
対
策
の
他
、
各

種
健
診
事
業
と
受
診
率
向
上
の

た
め
の
事
業
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
予
防
や
疾
病
の
未
治
療

者
対
策
、
重
複
・
多
剤
服
薬
指

導
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
事
業
を
開
始
し
、
現
在

は
、
管
理
栄
養
士
や
看
護
師
、

薬
剤
師
と
一
緒
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
や
低
栄
養
、
重

複
・
多
剤
服
薬
者
へ
の
訪
問
指

導
な
ど
も
開
始
し
、
通
い
の
場

へ
は
、
歯
科
衛
生
士
や
健
康
運

動
指
導
士
の
協
力
も
得
て
、
高

齢
者
の
多
様
な
健
康
課
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

始
め
た
ば
か
り
の
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

２
０
以
下
の
低
栄
養
予
防
、
改

善
支
援
事
業
で
は
、「
お
か
ら
を

△フレイル予防教室（体力測定、運動編）
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食
べ
て
ひ
ど
い
目
に
合
っ
た
（
飲

み
込
み
が
悪
く
の
ど
を
つ
ま
ら

せ
た
）」「
買
い
物
は
、
面
倒
だ

か
ら
、
本
当
は
行
き
た
く
な
い

の
」
な
ど
、
高
齢
者
の
実
態
や

お
話
を
聞
く
こ
と
で
、
学
ぶ
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

◆
各
種
健
診
事
業
の
充
実

健
康
意
識
の
向
上
と
健
康
の

保
持
・
増
進
の
た
め
に
、
特
定

健
診
や
健
康
診
査
、
人
間
ド
ッ

ク
、
脳
ド
ッ
ク
と
い
っ
た
健
康

診
断
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
ま
で
は
、
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
予
約

を
当
課
で
一
度
受
付
し
、
受
診

券
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
は
、
受
け
た
い
健
診
を
自

ら
、
ひ
と
つ
選
ん
で
、
受
診
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
受
診

券
も
健
診
共
通
受
診
券
に
統
一

し
、
後
期
高
齢
者
も
脳
ド
ッ
ク

を
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

予
防
・
改
善
歯
科
健
診
は
、
65

歳
か
ら
85
歳
ま
で
の
、
５
歳
刻

み
に
対
象
者
を
拡
大
し
、
個
別

健
診
で
実
施
す
る
ほ
か
、
後
期

高
齢
者
は
、
舌
圧
測
定
や
オ
ー

ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
検

査
等
を
集
団
検
診
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
歯
科
医
師
会
と
協
力

し
て
実
施
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル

や
低
栄
養
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
歯
科
医
師
に
よ
る
口
腔

機
能
の
管
理
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
栄
養
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

検
診
日
の
１
回
の
み
の
指
導
に

限
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
継
続

し
て
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
の
保
健
師
と
し

て
の
今
後

健
康
課
題
の
優
先
度
を
関
係

ス
タ
ッ
フ
と
見
極
め
、
高
血
圧

や
脂
質
異
常
症
の
ハ
イ
リ
ス
ク

ア
プ
ロ
ー
チ
、
国
保
セ
ミ
ナ
ー

の
拡
大
な
ど
参
加
者
が
「
楽
し

く
、
前
向
き
に
」
参
加
で
き
る

よ
う
な
保
健
事
業
の
内
容
を
検

討
し
ま
す
。
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
事
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
効
果
的
・

効
率
的
な
、
よ
り
良
い
保
健
事

業
の
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

「
い
つ
も
だ
れ
も
が
健
康
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
て
、
多
職
種
と
地
域
の

団
体
、
協
力
企
業
、
そ
し
て
地

域
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、
今

後
も
保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

△フレイル予防教室（お口の介護予防、体操編）△個別栄養指導
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○
県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
と
は

栃
木
県
が
平
成
30（
２
０
１
８
）

年
度
に
創
設
し
た
県
版
保
険
者
努
力

支
援
制
度
は
、
市
町
の
医
療
費
適
正

化
や
国
保
税
収
納
対
策
等
の
取
組
を

支
援
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
付
与
す
る
も
の
で
、
国
の
保
険
者

努
力
支
援
制
度
交
付
金（
都
道
府
県

分
）及
び
都
道
府
県
繰
入
金
の
一
部

を
財
源
と
し
た
概
ね
20
億
円
規
模
の

交
付
金
制
度
で
す
。

国
の
評
価
指
標
を
基
に
本
県
の
状

況
を
踏
ま
え
た
指
標
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度

を
補
完
し
、
県
内
市
町
の
医
療
費
適

正
化
等
の
取
組
を
よ
り
一
層
促
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
評
価
指
標
の
見
直
し

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

評
価
指
標
は
、
市
町
の
取
組
状
況

や
国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

評
価
指
標
に
応
じ
て
、
市
町
と
協

議
の
上
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
の
県

版
の
評
価
指
標
は
、
同
年
度
の
国
の

評
価
指
標
や
令
和
４（
２
０
２
２
）

年
度
県
版
の
評
価
指
標
の
達
成
状

況
を
踏
ま
え
、
主
に
次
の
指
標
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

・
「
個
人
へ
の
わ
か
り
や
す
い
情
報

提
供
」
に
つ
い
て
、
国
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
被
保
険
者

証
利
用
を
促
進
し
て
い
る
た
め
、

取
組
を
後
押
し
で
き
る
指
標
を

新
設
（
No
・
10
）

・
「
第
三
者
求
償
」
に
つ
い
て
、
国

が
第
三
者
求
償
の
取
組
を
促
進

し
て
い
る
た
め
、
取
組
を
後
押

し
で
き
る
指
標
を
新
設
（
No
・

17
）

・
「
個
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
提

供
」
に
つ
い
て
、
市
町
の
達
成

状
況
を
踏
ま
え
廃
止

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
評
価

指
標
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
を
参
考
に
、
国
が
重
視
し
て
い

る
取
組
に
合
わ
せ
た
指
標
の
新
設
や

達
成
度
の
高
い
指
標
の
廃
止
及
び
配

点
の
振
り
分
け
を
行
い
、
よ
り
メ
リ

ハ
リ
を
効
か
せ
た
指
標
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
評
価
指
標
に
お
い
て

採
用
さ
れ
て
い
る「
マ
イ
ナ
ス
評
価
」

に
つ
い
て
は
、
県
版
の
評
価
指
標
で

は
国
の
制
度
の
補
完
や
県
内
市
町
の

取
組
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
観
点
か
ら
、
今
年
度
も
採
用
し
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
県

内
市
町
の
医
療
費
適
正
化
等
の
取
組

を
よ
り
一
層
促
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
各

市
町
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
各
指
標

に
係
る
取
組
を
推
進
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
保
医
療
課
だ
よ
り
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区分 № 加点 シェア 加点 シェア

他
※赤字が主な見直し箇所

県版保険者努力支援制度における評価指標の年度比較
令和４(2022)年度 令和５(2023)年度

評価指標
医療費適正化に向けた推進組織
収納率向上に向けた推進組織

後期高齢者医療制度の保健事業と介護保険の
地域支援事業との一体的実施に向けた推進組織

後発医薬品の使用割合

医
療
費
適
正
化

特定健診受診率
特定保健指導実施率

メタボ該当者及び予備群の減少率
がん検診受診率
歯科健診受診率

生活習慣病の発症予防・重症化予防の取組
個人へのインセンティブ提供

データヘルス計画
その他医療費適正化に係る取組

（レセプト点検、柔整に係る指導等）

廃止
個人へのわかりやすい情報提供
重複・多剤投与者に対する取組

後発医薬品の促進の取組

賦課限度額の設定

地域包括ケアの推進
第三者求償
収納率向上

収納率向上に向けた取組
滞納者対策

収
納
対
策

体
制
構
築
加
点

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」23



【開 室 日】　火曜・水曜・木曜日の午前10時～午後2時 
　　　　　 ＊祝日も実施 

【場　  所】　さくら市氏家1843-30
                    （旧だるま薬局）
【対 象 者】   さくら市民
【実施内容】  ・血圧、握力測定、体組成測定
　　　　　  ・赤ちゃんの体重測定　　

              　・健康相談　・育児相談　・健康講座　　
　　　　　　  ・介護保険の申請方法

　　　　  　・医療、福祉関係の仕事相談 

さくら市では、令和４年11月29日に、学校

の保健室のように、いつでもだれでも気軽に立

ち寄って自分や家族の健康について相談したり、

振り返ったりできる「まちなか保健室」を開設

しました。

看護師等で組織された「プラチナナーシング

さくら」によって運営され、行政と団体が協働

で実施している事業になります。

２名の看護師等が常駐し、無料で市民の皆さ

んの健康相談等に応じています。利用された方

からは「何科を受診していいかわからない時に

相談にのってもらえた」、「毎月の健康講座が楽

しみ」、「散歩のついでに赤ちゃんの体重測定が

できる」といった好意的な意見が寄せられ、今

後も気軽に立ち寄ってほっとできる場所を目指

していきます。

また「まちなか保健室」を、健康増進の情報

発信、地域の健康づくり拠点、乳幼児から高齢

者まで市民が生涯を通じて相談できる機関とし

てさらに強化していくために、関係機関と情報

共有を行い、連携を図っていきます。

まちなか保健室さくら

【さくら市】

保険者
だより

～看護師等が常駐しています～

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 24



ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

スポーツ観戦が
元気の源！

国保経験年数
0 年 6 カ月

下野市
市民課

大
おお

島
しま

　 尊
たける

【私の街自慢】　
　下野市は、気候が落ち着いており災害の少ない土地です。それゆえ、７世紀末には薬師寺
という当時日本に３つしかなかった戒壇（僧侶の資格を得る場所）が建てられ、そして現在
では最先端医療を行う全国有数の大学病院も存在しており、昔から人が集まり住みよい街と
して栄えてきました。

【趣味・特技】
　スポーツ観戦・お囃子

【健康法・ストレス解消法】
　趣味のスポーツ観戦です。ここ数年はコロナウイルスの影響もあり気になったスポーツも
直接観戦に行くことはしませんでしたが、これから少しずつ現地観戦もしに行ければと思っ
ています。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　市民の方を身近に感じやすい仕事だと感じます。よく窓口に来られる方のお話を聞いてい
ると、急に病気やケガになった際、とても不安を感じているのだと分かります。日々の業務
や応対時の説明で、少しでもそんな気持ちを落ち着かせて上げられたらと思い仕事に従事し
ています。

【最近気になること】
　バレーボールの国際大会です。男子も女子も良い選手が多く、試合が面白いのはさるこ
とながら、大会成績もどんどん良くなってきており、次のオリンピックに期待が持てます。
ただ面白さの割に地上波で放送しないのが少し残念なところです。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」25



ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

【私の街自慢】　
　自然豊かな町です。避暑地として有名ですが、おしゃれなカフェやグランピング施設、お
いしいパン屋さんなどおすすめスポットが多くあります。ぜひ遊びに来てください。

【趣味・特技】
　趣味はドライブで、特技はバスケです。

【健康法・ストレス解消法】
　おいしいもの、好きなものをたくさん食べたり、友達とワイワイお酒を飲んだりして楽し
い時間を過ごすことがストレス解消です。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　まだまだ分からないことだらけですが、業務を通して学ぶことが多いので、これからも日々
成長できるように頑張ります。

【最近気になること】
　グランピング施設が多くありますが利用したことがないので宿泊してみたいなぁと思って
ます。

国保経験年数
1 年 6 カ月

那須町　
保健福祉課

休日はお出かけで
ストレス発散！

相
そう

馬
ま

楓
かざ

音
ね
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令
和
５
年
７
月
28
日
（
金
）
本
会
９

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保

険
料
（
税
）
の
徴
収
事
務
担
当
に
着
任

し
て
１
～
２
年
目
程
度
の
市
町
職
員
を

対
象
に
「
令
和
５
年
度
保
険
料
（
税
）

徴
収
事
務
担
当
者
研
修
会
（
基
礎
編
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
修
会
は
、

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
徴
収
事
務

に
従
事
し
て
い
る
市
町
の
初
任
担
当
者

が
、
徴
収
事
務
を
円
滑
に
進
め
て
い
く

う
え
で
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る

こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の

収
納
率
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

研
修
会
の
講
師
に
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
神
奈
川
県
横
浜
市
に
お
い
て
滞
納

整
理
指
導
員
を
務
め
る
川
井
幸
生
氏
を

迎
え
、
自
身
が
所
属
す
る
横
浜
市
が
ど

の
よ
う
な
滞
納
整
理
方
針
の
も
と
収
納

率
を
上
昇
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
の
説

明
、
滞
納
整
理
の
基
本
と
な
る
窓
口
対

応
（
納
付
相
談
）
や
債
権
差
押
え
の
概

要
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
井
氏
は
滞
納
整
理
を
行
う
上
で
現

年
度
分
を
優
先
し
て
徴
収
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
、「
現
年
度
分
か
ら

徴
収
し
て
い
く
こ
と
で
、
未
収
額
を
減

△グループワークの様子

REPORT
リポート

令
和
５
年
度
保
険
料
（
税
）
徴
収

事
務
担
当
者
研
修
会
（
基
礎
編
）

ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
滞
納
発
生
後
に
納
付
催
告
し
て

か
ら
何
も
せ
ず
に
時
効
を
迎
え
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
参

加
者
に
強
く
訴
え
ま
し
た
。

窓
口
対
応
に
関
す
る
説
明
で
は
、
納

付
相
談
を
行
う
際
の
注
意
点
と
し
て
、

「
自
分
が
貸
し
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
う

気
持
ち
で
納
付
相
談
に
臨
む
よ
う
に
」

と
述
べ
、「
決
め
ら
れ
た
期
限
内
に
自
発

的
に
納
付
し
て
い
る
大
多
数
の
納
付
者

が
不
公
平
感
を
持
つ
こ
と
の
な
い
よ
う

対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
」と
続
け
ま
し
た
。

講
義
の
後
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
滞
納
事
例
を
も
と
に
考

え
ら
れ
る
滞
納
処
分
に
つ
い
て
２
班
に

分
か
れ
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

△国民の生活の安定を支える社会福祉の実現に向け
　徴収事務の重要性を訴える川井氏

　

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
徴
収

事
務
の
基
本
か
ら
困
難
な
事
案
ま
で
幅

広
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
参
考
に

な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
参
加

者
に
と
っ
て
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

講師プロフィール  （令和５年４月時点）

川
かわ

井
い

  幸
ゆき

生
お

【主な職歴】
昭和59年横浜市入庁。昭和61年戸塚区総務部納税課収納係をはじめ、税に関
わる部署を歴任し、平成27年退職。その年4月に滞納整理支援担当係長として
再任用され、令和2年4月から滞納整理指導員として活躍している。平成15年
総務省自治大学校税務専門課程徴収コースの設立に参加し以後研修講師を務
め、本県を含む全国33か所の自治体の研修会にて講師を歴任している。

横浜市健康福祉局生活福祉部保険年金課 滞納整理
指導員（特定非営利活動法人ローカルガバメント・
ネットワーク顧問）
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令
和
５
年
８
月
７
日
（
月
）
本
会

９
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
令
和
５

年
度 

第
２
回 
栃
木
県
国
保
連
合
会
保

健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
」
が
開

催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
、
公
衆
衛
生
学
・
公
衆

衛
生
看
護
学
の
有
識
者
、
大
学
等
研

究
機
関
、
栃
木
県
等
の
代
表
者
か
ら

構
成
さ
れ
、
栃
木
県
及
び
保
険
者
等

の
実
施
す
る
保
健
事
業
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
効
果
的
・
効

率
的
に
展
開
す
る
よ
う
支
援
・
評
価

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
会
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
24

保
険
者
等
支
援
の
う
ち
、
個
別
保
健
事

業
計
画
の
支
援
と
し
て
、
３
保
険
者
等

の
糖
尿
病
重
症
化
予
防
関
係
、
歯
周
疾

患
検
診
受
診
勧
奨
モ
デ
ル
事
業
、
後
期

高
齢
者
関
係
事
業
と
、
次
期
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
策
定
支
援
と
し
て
、
10
保
険

者
の
現
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
評
価
に

つ
い
て
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は

じ
め
に
、
保
険
者
等
の
担
当
者
が
説
明

を
行
い
、
委
員
は
必
要
に
応
じ
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
う
え
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た

質
問
事
項
内
容
と
と
も
に
、
専
門
的
な

知
見
か
ら
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度 

第
２
回 

栃
木
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

令
和
５
年
度 

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

設
置
事
業
（
１
回
目
）

令
和
５
年
８
月
９
日
（
水
）
宇
都
宮

市
役
所
に
お
い
て
、「
令
和
５
年
度
徴
収

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
（
１
回
目
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、

本
会
が
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
、

保
険
者
の
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の

収
納
率
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
保
財
政
の
安
定
化
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
徴
収
事
務
担
当
職
員
に
滞
納
案
件

に
対
す
る
具
体
的
な
対
処
方
法
の
指
導

等
を
行
う
と
と
も
に
、
捜
索
の
実
指
導

を
行
い
ま
す
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ロ
ー

カ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
顧

問
堀
博
晴
氏
を
迎
え
、
宇
都
宮
市
を
対

象
保
険
者
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。
年

間
３
回
派
遣
の
う
ち
１
回
目
と
な
る
今

回
は
講
義
が
中
心
と
な
り
、「
国
保
制
度

を
支
え
る
徴
税
吏
員
」
と
題
し
、
徴
収

業
務
に
携
わ
る
者
の
心
構
え
や
考
え
方

を
は
じ
め
、
差
押
と
捜
索
の
ポ
イ
ン
ト

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
講
義
の
最
後
に

は
事
例
演
習
と
し
て
、
徴
収
事
務
担
当

職
員
が
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
徴
収

職
員
側
と
滞
納
世
帯
側
を
交
替
で
実
演

し
捜
索
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
ま
し

た
。な

お
、
２
回
目
、
３
回
目
は
そ
れ
ぞ

れ
９
月
と
11
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導
の
下
、
捜
索

が
行
わ
れ
ま
す
。

△会場にて支援を受ける保険者等担当者

△ 職員たちによるロールプレイの様子 △ 講義を行う堀氏

△ 保健事業支援・評価委員会委員
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今回は、大田原市にある「道の駅 那須与一の郷」についてご紹介いたします。
道の駅名の由来にもなっている平安時代末期の武将那須与一は、大田原市

で生まれ、成長したと伝えられています。弓の名手であり扇の的伝説を持つ
那須与一にちなみ、道の駅内にある各施設は扇形の屋根になっているのが特徴

です。
そんな「道の駅 那須与一の郷」で人気を呈しているも

のといえば手作りジェラートです。大田原市の特産品
をジェラートにし、他では味わえないようなフレー

バーを楽しめます。その中の一つに、大田原
市が生産量日本一位を誇るとうがらしを使用
した「とうがらしジェラート」があります。
見た目は普通のバニラアイスのようです
が、よく見ると細かいとうがらしの粉
末が混ざっています。いざ実食してみ
ると、一口目は甘いミルクの味がし
ます。「全然辛くないな～」なん

てと思っていると、直後にとう
がらし特有の辛さが襲ってきます。でも不思議とこの甘さと辛さが合
います。辛いもの好きの方には是非一度試してみてもらいたいジェラー
トでした。そのほかにも、大田原産のこうじみそを使用したみそジェラー

トや夏季限定の与一すいか
シャーベットなど様々なライ
ンナップを楽しめます。

地元の魅力が詰まった道の駅
は栃木県内の各地にあります。お
近くの道の駅にホッとひと息つき
に訪れてみてはいかがでしょうか？

461

●

●

●

●

●

ブルーベリー農園
 LOVE Berry farm

大八溝

はっちゃん食堂

コイン
ランドリー

呑喰居酒屋
文明亭

道の駅
那須与一の郷

P

ッホと
～ 地方の特色や個性が現れる栃木県内の道の駅を紹介 ～

※各施設により営業時間が異なります。HP をご確認ください。

◎営業時間　9：00 ～ 18：00

「道の駅 那須与一の郷」

とうがらしジェラート

弓の名手那須与一にちなんだ扇形の屋根
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国保連合会からのお知らせ

本会にて作成をいたしました「特定健診受診勧奨CM」、「国保税納付促進CM」のYouTube
を活用したWeb広告の運用がスタートいたしました。（「国保税納付促進CM」は7月1日～ 8月
31日に実施済み）
「特定健診受診勧奨CM」は10月１日～ 31日の期間で第２回目の実施を予定しております。

（第１回目は7月1日～ 31日に実施済み）
また、実施に伴い、本会のYouTubeチャンネルも開設しております。本機関誌との連動企画

であるアスリートによるストレッチ動画も順次更新しております。今後も本会事業での活用を
検討しておりますので、ぜひご確認ください。
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編
集
後
記

こ
こ
最
近
は
朝
晩
が
涼
し
く
な

り
、
少
し
ず
つ
秋
の
訪
れ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
気

温
が
下
が
っ
て
過
ご
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
が
、
最
近
よ
く
蚊
に
刺

さ
れ
ま
す
。
蚊
と
い
え
ば
夏
の
生

き
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
の
夏
は
私
た
ち
だ
け

で
な
く
蚊
に
と
っ
て
も
酷
暑
だ
っ

た
よ
う
で
、
暑
さ
が
和
ら
い
で
き

た
今
、
蚊
の
活
動
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
秋
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
出
か
け
る
機
会
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
虫
よ
け
ス

プ
レ
ー
を
使
う
な
ど
、
し
っ
か
り

虫
対
策
を
し
た
う
え
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

�
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U
・
M 

）

本会作成CMのYouTubeを活用したWeb広告の運用

栃木県国民健康保険団体連合会YouTubeチャンネルはこちらから ▼

https://www.youtube.com/channel/UCUJj6_GdKJO3_9Y6krXcX6g
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